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遺言セミナーその後 

 

 ６月５日からスタートした遺言セミナーも３回の講義が終わりました。遺産

分割手続きや、７月上旬には相続税の研修を税理士の先生にお願いしました。 

 相続税が改正前は相続税がかかる人は４％位だったのが現在は１０％位の人

が課税させるようになったとのことでした。非課税基準が下がったことが増加

した大きな原因ですが、都市部における地価高騰も原因の一つです。 

 遺言を作成する際に相続税のことを考えて作成すれば、相続税を下げること

もできますが、最近は家族の構成でそれもできない現象がでてきています。 

子どもの少ないこと、子どものいない夫婦など相続財産を受け取るべき人が減

少しているからです。 

 次の世代の人が困らない、次の世代の人へ役に立つ形の遺言をすればと頭で

は思うものの色々なしがらみからそれもできません。 

 明日も読めない日々が続いていきますが、歴史を振り返ると今のような時も

きっとあったのではと思います。 

 遺言を作る際大事なことは配偶者がいる方はまず配偶者が困らない形の遺言

書を作る、次に会社の経営者の人は後継の方が会社をやっていきやすいように

する、そして次に相続税のこと、遺留分のことなどを考えて作ったらどうでし

ょうか。（あくまで私の思いですが） 

 あともう一つ大事なことは、元気な時に作ること。 

 不思議なことに遺言書を作るとすっきりしてゆっくり寝られるといいます。

自分の作ってきた財産、祖先から守ってきた財産を大切にし、次の代に渡して

いってください。 


